
ればならないと考えている。

また、「転換型老健施設」の報酬評価の方法は、
「加算」で整理することになりそうだ。
方法は、「施設サービス費」で包括するか、「加
算」により上乗せするかの二者択一になる。前者
では「転換型老健施設」とわれわれ既存の老健施
設が完全に別建てとされてしまう恐れがあるため、
「加算」での整理はわれわれが議論に参加する際
にも好ましいものといえる。
さらに席上、複数の委員から、「加算方式にす
るなら既存の老健施設でも算定できるようにする
べきではないか」との趣旨の意見が出されたこと
も、今後の議論において追い風になるのではない
かと考えている。

ただ、改めて肝に銘じておきたいのは、今は療
養病床再編の流れを受けての「転換型老健施設」
と、われわれ既存の老健施設との関係性を軸とし
た議論しか行われていないということである。
もちろんこのことも重要だが、一方でわれわれ
老健施設にとっては、この問題があろうとなかろ
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すでにご承知のとおり、10月12日の社会保障審
議会介護給付費分科会で、「転換型老健施設」に
ついて今後、“（仮称）医療機能強化型老人保健施
設”の名称を使わないことが決定した。この決定
は、この日の介護給付費分科会で出席委員より、
「この名称は利用者に誤解を招く」、「名は体を現
すというから変えるなら早いほうがいい」など、
われわれと考えの方向性を同じくする意見が大勢
を占めたことによる。
今年 6 月に開催された「介護施設等の在り方に
関する委員会」（以下、在り方委員会）の資料で

唐突に登場したこの名称に対して、私は異を唱え、
①納得ができないし議論も尽くされていないので、
上位の会である介護給付費分科会で名称を含め、
再度検討すること、②そうであるならあくまで暫
定的な名称であるから「仮称」の文字を入れるこ
と―を強く要求した。
それを受けて初めて開催された今回の介護給付
費分科会で、この名称が撤回されることになった。
あのとき強硬に要求したことが多少なりとも意味
を持ったことは素直に喜びたい。
ただ、確かに喜ばしいことではあるが、冷静に
考えればこれは名称という“名”の問題に過ぎな
い。これから評価という“実”を得るために、こ
れまで同様、私たちは着実に歩を進めていかなけ

会長コメント

振り出しに戻せた名称問題
これからも着実に歩を進めたい

川合秀治 全老健会長

“名”は取り返した
これからは“実”だ

うと、これまで実施された 2 度の介護報酬改定で
のマイナス改定で受けた経営的課題を、われわれ
にとっても、利用者にとっても、また保険者や他
事業者など介護保険関係者にとっても、納得のい
く、適正なかたちで改善できる評価（報酬）を勝
ち取るという大きな目標がある。
この点については、「転換型老健施設」の評価
のあとに議論されることになるだろうが、ともに
重要な課題として認識していかなければならない。

とりあえずは、名称の問題を解決することでマ
イナスからのスタートをゼロ地点に戻せた。しか
し、本番はこれからである。私をはじめとした全
老健執行部は全力でこの課題に対応していきたい。
そのためには会員各位のご協力も不可欠である。
たとえば、次期報酬改定の基礎資料となる「介護
事業経営実態調査」への適正な対応などは、執行
部ではなく、会員各位の努力が必要となるものだ
からである。もちろん、そのために必要な知識や
情報は研修会などを通じて提供できるよう計画し
ているが、このような問題は多くある。
執行部も尽力する。会員各位もこの課題の解消
に向け、ご支援とともに積極的な取り組みをお願
いしたい。 （構成：編集部）

「加算」で整理する方向は
われわれにとっても好ましい

執行部も尽力する
会員各位も積極的な取り組みを

「転換型老健施設」関連でない
問題の解決も大きな課題


